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 ネットで「ザルツブルク往復航空券 13 万円台」を目にしました。1975 年にパリまで往復 13 万円台だったことを思い

出しました。1 ドル 270 円程の頃だったと記憶しています。ザルツブルクはオーストリアの東西幅の中央付近にあります。

すぐ西はドイツとの国境で、首都ウィーンまではドイツのミュンヘンまでの 2 倍以上離れています。今回はザルツブルク

の写真を拾ってみました。ドナウ川水系のザルツァハ川が南から北に流れ、ザルツブルクとは「塩の城」という意味で、周

辺の岩塩抗で採掘される岩塩を精製して各地に供給していたことが地名の由来とのことです。近くの湖水が美しいハルシ

ュタットやドイツのライヒェンハルの「ハル」もケルト語で塩の意味だそうで、この辺りが岩塩の産地であったことが分か

ります。中世から 19 世紀まで司教が統治していた都市で、1996 年に「ザルツブルク市街の歴史地区」が文化遺産として

世界遺産登録されています。歴史地区には幾つものバロック様式の教会があり、「北のローマ」とも呼ばれるそうです。 

 
ザルツブルク大聖堂（8 世紀創設）は、バロック様式で 17 世紀に再建されたものが残っていて、1 万人も収容できる大聖

堂で欧州最大のパイプオルガンがあるとのことです。前の広場の中央には、Mariensäule（マリアの円柱）が建っています。 

ホーエンザルツブルク城（11 世紀建造）は、標高 500ｍ程の丘の上に建っています。昇降するケーブルカーもあります。

16 世紀までは司教の住居で、その後は牢獄や兵舎としても使用され、現存するものは 17 世紀後半の建築とのことです。 

聖ペーター教会（7 世紀創設）は、ドイツ語圏最古の男子修道院と

のことです。ロマネスク様式からバロック様式に改築されていて、

岩窟納骨堂（カタコンベ）や岩窟礼拝堂もあるそうです。 
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 ザルツァハ川左岸旧市街の通りゲトライデガッセにアイアンアートとでも言えそうな装飾看板がたくさんありました。

文字が読めなくても内容が分かるものもありました。高さや出幅の規定はあるのだろうかと思いました。 

 
 

 ザルツブルクといえばモーツァルト（1756－1791）ですが、このゲトライデガッセに生家があり博物館になっていま

す。5 歳のときにレジデンツ（宮殿）で音楽会を開いたそうで、ザルツァハ川対岸のマカルト広場にもモーツァルトが 1773

年から住んだ家があり、ザルツブルクには 20 数歳まで住んでいたようです。1842 年にモーツァルトの像が建てられ改名
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されたモーツァルト広場や、生誕 250 年でモーツァルト劇場と改名された旧祝祭小劇場もあります。空港もザルツブルク・

ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト空港とも呼ばれています。ザルツァハ川岸に指揮者カラヤン（1908－1989）

の生家もあります。マカルト広場には物理学者のドプラー（1803－1853）の生家もあるそうです。 

 
 

 もうひとつ、ザルツブルクは映画

サウンド・オブ・ミュージックの撮

影地でもあります。ドレミの歌を歌

うシーンのミラベル宮殿庭園、カー

テン生地の服で出掛けるモーツァ

ルトの小橋、ノンベルク修道院、ト

ラップ大佐邸宅モデルのローンブ

ルク宮殿、レオポルツクロン宮殿

（現在はホテル）や、25km 程東の

モントゼーの聖ミハエル教会（結婚

式のシーン）等々があります。 

 １度の旅行の往路・復路で同じ都市を経由することはよくありますが、このザルツブルクとウィーンには、同じ年の別の

旅行で 4 か月程の間隔で立寄りました。初めは妻との旅行で、次は（一社）日本木造住宅産業協会での視察旅行でした。

これまで海外都市で立寄った回数が一番多いのはパリで、３回以上はバンクーバー、シアトル、バルセロナ、ウィーンやロ

ーマです。初めての都市でも地下鉄やバス、トラム等を利用したこともありますが、再訪で特にその間隔が短ければ流石に

地理感覚等の記憶も鮮明で、気楽に動くことができます。コロナもありましたので、しばらく海外旅行をしていません。最

近の世界情勢はどこもかしこも不安定化（既に動揺混乱しているところも実在）しています。体力が衰える前に、また記憶

が薄れてしまう前に、誰もが自由に旅行を楽しめる世界に戻ってほしいものです。   （写真撮影 2013.06.15、10.08-09） 

＜ Google マップ参照 ＞     URL は、下の「PDF はこちら」に入り、アンダーラインをクリックしてください。   

ザルツブルク大聖堂     https://www.google.co.jp/maps/@47.7980195,13.0466447,18z 

ホーエンザルツブルク城   https://www.google.co.jp/maps/@47.7955077,13.0476317,16z 

聖ペーター教会       https://www.google.co.jp/maps/@47.7978789,13.0442951,18z 

モーツァルト生家      https://www.google.co.jp/maps/@47.8000374,13.0435092,20z 

カラヤン生家        https://www.google.co.jp/maps/@47.8024687,13.0428272,20z 

ミラベル宮殿庭園      https://www.google.co.jp/maps/@47.8046258,13.04208,17z 

モーツァルトの小橋     https://www.google.co.jp/maps/@47.7998293,13.0486973,18z 

ノンベルク修道院      https://www.google.co.jp/maps/@47.7958432,13.0512219,17z 

フローンブルク宮殿     https://www.google.co.jp/maps/@47.7782302,13.0584308,16z 

レオポルツクロン宮殿    https://www.google.co.jp/maps/@47.7889188,13.038356,17.17z 

モントゼーの聖ミハエル教会 https://www.google.co.jp/maps/@47.8587512,13.3516621,15z  
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